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2015年3月8日のICMEイベントの概要	

ICME到来前	 ICME	sheath	 ICME	ejecta	



シミュレーション設定	

ICME通過前(Case 1)、sheath 通過時(3)、ejecta通過時(3)の	
３つの太陽風条件下でグローバル多成分MHDシミュレーション
[Ma et al., 2004; 2015]を実施。用いた太陽風条件は以下の通り。	

多成分MHDシミュレーションの結果を、MAVEN観測と比較。	
多成分MHD計算結果が観測とほどよく一致することを確認後、準定常状
態のMHD電磁場構造の中で、テスト粒子計算[Curry et al., 2013; 2015]
を実施。	



多成分MHDと
MAVEN観測と
の比較	

実線が観測、	
点 線 が シ ミ ュ レ ー
ション結果。	
	
基本的な大規模構
造はよく再現してい
る。	
	
	
ここで得られた電磁
場構造をテスト粒子
計算で用いる	



MHD場中のテスト粒子計算(MTP)結果	

高度300kmへの降り込みO+フラックス（上段）と	
平均エネルギー（下段）	



MHD場中のテスト粒子計算(MTP)結果	

火星中心からの距離4RMで計算したO+の流出フラックス（上段）と	
平均エネルギー（下段）	



テスト粒子計算(MTP)結果と観測の比較	

エネルギースペクトルの比較　	
→　定性的によい一致。	
　　　10keV以上の高エネルギーO+の生成を示唆。	
	
	



まとめと論点	

2015年3月8日のICME時の火星へのO+イオン降り込みフラックスおよび
流出フラックスを、MAVENの太陽風観測を境界条件として与えたグロー
バル多成分MHDシミュレーションとテスト粒子計算(MTP)を組み合わせて
推定。結果は以下の通りで、ICMEのsheath通過時にO+の降り込み、流
出とも最も増加した。	
	
	
	
	
	
	
	
	

MTPで計算したエネルギー分布とSTATICの観測もよい一致を示した。	
	
	

こうしたシミュレーション手法の妥当性を示す結果で、過去の太陽風条件
に適用することで、過去への演繹が可能となることを示唆している。	


